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c－47 在服地の色相差による研免一遍用爽,眺に関連こ1- せT ―

　　　東京学芸大　o 中橋美智子　　　東京学芸大考業生　　岩崎京子

　目的　直射日光下における衣服材

る。本実験は，遺射日光下にふける
母の吸熱性眠　色相の相まにより)ll

肩効的な色相のあり方について．衣服地の色相JL

が人体にカよぼt影響につい了明らかにし，その一方法^して人#^用実,験左行なっ
たの乙　その結果左報浩する。

　方法環境条件バ

　　　　試料：亀気還の場合一綿タヅサ元　中等気盗の場合一ウールジョーゼヽづ

　　　　　　　色相　自■ 黒･緑の三種でワンピース左有製
　　　　実｡映項S；]支膚温，衣服気候.衣服下湿良体温，

　　　　　各ワンピース左着衣し, 太陽受光恥分経過の実験左試みた。

　結果　太陽受光下における色相による暦吸双手の相通が，過度変動の差となﾂﾉ皮肩

派･衣｡阪気候なごに右よぽす影饗が顕落に認められた，色刈の相先による太陽郊の吸

熱効粟は，太陽暦曼よりの計算値ヒ実験値との聞に一致性が認められた。ｊ回のA
'統

によ‘)太陽受光｡下i;おける衣服地の色相ぱ，防屠効果・保温効呆の上から重要な役劃
左艮た寸ことが支証丁れた。

　　　C－48 J蒙r^関r り茫証的研弗（I)

　　　　　　　一質問所にあらわれに-^k娘りt脚について―

　　　　　　苛立ナ｝孤八島政　°申喬糾　新叶静衣

　s ^ｼﾞ　前iSぼヤチ大抵i対象･．む. り% 1 %i求で直けド閣しT い･* ラV’肯識をi

っ乙い々・･*ヽ心理的側面を調粟し、μ回本屡/^r-於x、it^匁まり£家りむ引けｱj

い貨いM*バ3 >" fﾔ斉期り走/T･､､･廣まい如TしてゐらわれI お'} . 流行に俺すi 旅泉は

躬なみ飾り;眼-i'. 集晩酌、狐釣妁r-貳祷め. レ分めi めiしZ Is -ソr 1 仙をナダ

表公I よう£すi μ擲おみられうこk を謳ぺrこ. ご(t母競口角套に関（2 r）よラな

考え方をI ^ ･ヽみりわ麿味渫いμi趙v。t≒/f-困フオチ秀征^ ぶ親i打參^ i. -z、ﾉ司

球、朝曇りいr--.

　声汰　前同月鴻、.i･堵耳*ヽら'J° ・ 質閏忿W?ベ(. . ラ肢逢択;ゑおよび k目iii乙入活（こ

よ■・又調i. (y t＝、対象If 共ji.そX. 絃ﾒこ吝政粁ば蕉μタÅ、ｊ l^'h ・必鵜以＼乙雇、邨

ぶり声ぞ' あ3・

　圧づ･さ、if ｝人胞と県親、t-鐘師っヽぺct秋冷付レ　そ^差異

で卑嘔げっ咎第ヂめ賞鈴郷茅た．で報暫す≪ .


